
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

主　日　礼　拝主　日　礼　拝

来週の奉仕者
（１０月４日）

西嵜芳栄

岩崎祥誉
西嵜孝之
眞砂香和
河島晃太
辻総一郎　　　　　　
藤原友規子
山本麻美
行司伝道師
富岡美千男
岡本英樹
秋山恭子
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　「あなたがたに言うが、この人が、義と認められて家に帰
りました。パリサイ人ではありません。なぜなら、だれでも
自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされ
るからです。」（ルカによる福音書　18：14）
ルカによる福音書 18章 9節から 14節には、パリサイ人と
取税人の対比のたとえが語られています。イエス様のたとえ
の中で、私が大好きな教えの一つです。
私の心の中には、自分が若かりし頃に抱いた夢や理想があっ
て、それらを成し遂げている人々を見ると、妬ましく思って
しまうという心がありました。普段はそのような思いは押し
殺して無視するかのように過ごしていました。しかし、先日
祈りの中で、自分の中に嫉妬があることを示されました。ま
た、職場の人への批判的な思いや言葉などがあることを示さ
れました。主の前に悔い改めて、そのような悪い思いに打ち
勝って勝利できるように主に願い求めることができました。
また、過去にけんか別れした友達のことも思い出し、謝罪と
和解の為のメッセージを送ることができました。
その後は、とても清々しい思いを得ることができました。こ
れは、聖霊様による恵みであると実感し、神に感謝を捧げま
した。聖霊様は、私たちに、この取税人のようになって神の
力強い御手の下にへりくだる恵みをもくださる、慈愛と憐れ
みに満ちた方であると実感しました。
　「私たちは、どのように、祈ったらよいかわからないので
すが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、
私たちのためにとりなしてくださいます。」（ローマ書　8：26）
父なる神の前にへりくだるように導いてもくださる聖霊様の
憐れみと、とりなしに感謝します。これからもこの方に寄り
頼んでこの人生の旅路を歩んで行きたいと思います。

　詩篇22～ 28　水 25金 27

「聖霊の憐れみと助け」
「あなたがたに言うが、この人が、義と認められて家に帰
りました。パリサイ人ではありません。なぜなら、だれでも
自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされ

「聖霊の憐れみと助け」
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曽我一裕　岡本絆

河島弘子

池田優香

佐々木結心郎

　　

（ ２０２０年９月２０日 ）
（要約者：永井匡史）

誕生者のお祝い

　今週も詩篇 (22 篇～ 28 篇 ) を読み進めていきましょう。1
節はよく聞く事のある御言葉で始まる 23篇。2節の御言葉に
関しては聖書の解説書に、〈緑の牧場〉とは柔らかい草の生え
ている場所、〈伏させ〉とは安心して草を食べ、身を横たえる
ことの出来る安全な状態、〈いこいの水のほとり〉とは疲れと
渇きをいやす水が豊かにある所、〈伴われ〉るとは先導して下
さることとあります。1、2、3節は神様が包み込んで下さる
ような愛と平安を感じました。そして、4節で「死の谷の陰
を歩くことがあっても」というネガティブなワードが出てき
ますが、羊飼いなる、神様について行けば、何も恐れる事も
不安になる事もないという事がわかります。私はこの 23篇
を読んでこの賛美「わがたましいの羊飼い」を思い出しました。
23篇に書かれている神様の包み込むような愛と平安が優しい
旋律で表現されているように感じました。アブシャロムの謀
反という悲惨な事件の中での喜びの体験を書いたものだとい
う事ですから、恐怖と不安の中で感じた神様からの大きな愛
と平安に包まれたため、「慈しみと恵みとが、私を追ってくる
でしょう」という表現になったのでしょう。この時代はどの
ような旋律をつけて歌っていたのでしょうか？

牧　一穂　牧師
行司佳世伝道師

牧唯恵伝道師
牧三貴子
浅野恵子

　１日　新開彩
　　　　淺野愛可
　　　　村部稜太
　２日　三戸悠暉
　　　　眞砂永一

　２日　那須陽子
　　　　小根久保麻由美
　３日　青木容子
　８日　藤原友規子
　　　　佐藤仁実子

１３日　牧希穂乃
１６日　鈴木智子
　　　　岩崎晃輝
１７日　小林茂
１８日　丸井克己

１９日　富岡千秋
　　　　富岡牧
２０日　楢村紗英
　　　　澤口明子
２５日　永井千愛

２７日　西嵜達也
２９日　泉水京子

　

９月の誕生者
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眞砂永一

聖餐礼拝
スモールファミリー 

農業体験（稲刈り）

 私たちは先を見る目を持っているでしょうか。
皆さんは「たまごボーロ」を知っているでしょうか？恐らく誰もが
知っているお菓子だと思います。このお菓子を開発した竹田製菓の
社長は、物事を見る目線が人と違うと言われていた人でした。彼の
目的はいつも「自分の利より相手の利を図ること」でした。このよ
うに目的を的確に見出しテーマをはっきり定めていた人でした。そ
ういう人はブレません。社長はいつもどこにいても変わらない人だ
と言われていました。そのような中から、あの誰もが知っている「た
まごボーロ」が生み出されたのです。今しか見ることができないで
いると、私たちは何か良くない状況が起きたとき、それに対して影
響を受けてしまうことになります。問題を知っているのに解決しな
いのは「テーマと目的がはっきりしていない」からです。自分のテー
マがわかれば弱点がわかるので解決できます。私たちは物事がうま
くならない前提で物事を考えるので正しい方法を選ぶことができな
いのです。しかし神はあなたの弱い時に御業を顕して下さいます。
その事を今日の聖書箇所から見ていきましょう。

パウロの第二次宣教旅行の後半が始まりました。アテネを去ってコ
リントに向かったパウロですが、そこでアクラとプリスキラという
夫婦に出会います。ローマ皇帝クラウデオのユダヤ人退去命令によっ
てローマから逃げてきていたのです。彼らと同じ天幕作りを職業に
していたパウロは彼らと共に住み、そこを拠点に宣教をしていきま
した。しかしパウロの話を聞いたユダヤ人やギリシャ人は反抗し、
暴言を吐きました。コリントに来る前、アテネでも宣教をしたパウ
ロですが、アテネの人々も彼をあざ笑い、信じませんでした。同じ
ようなことが続けて起こっていたパウロはさすがに気落ちし、疲れ
ていたのではないでしょうか。そんな時、神様はパウロの前に幻に
よってあらわれ、「恐れないで、語り続けなさい。私があなたを守る」
と語られたのでした。こうして元気を取り戻したパウロは、もう一
度立ち上がり、神のことばを教え続けました。しかしその後、ユダ
ヤ人たちはもう一度パウロに反抗し、彼を法廷に引き連れて行き、
彼を訴えました。しかし地方総督ガリオが彼らの訴えを退け、パウ
ロは守られました。このガリオはローマ皇帝ネロの幼少期の家庭教
師としても知られています。ユダヤ人たちがパウロを法廷に引き連
れて来た時、このように対処しました。使徒 18:14『パウロが口を
開こうとすると、ガリオはユダヤ人に向かってこう言った。「ユダヤ
人の諸君。不正事件や悪質な犯罪のことであれば、私は当然、あな
たがたの訴えを取り上げもしようが、18:15 あなたがたの、ことば
や名称や律法に関する問題であるなら、自分たちで始末をつけるの
がよかろう。私はそのようなことの裁判官にはなりたくない。」』一
見やる気のない回答に聞こえますが、これはとても知恵深い言葉で
す。このガリオの対処によって 16 年もの間、パウロ達は自由に宣教
をすることができたのです。このようにパウロが弱っていた時、神
様はパウロの前にあらわれ、勇気づけてくれました。
そしてユダヤ人に訴えられたピンチの時にも、守ってくださいまし
た。だから、たとえ今どんな状況にあったとしてもあきらめないで
ください。神様は私たちが弱さをおぼえているとき、苦しんでいる
とき、決して私たちを見捨てません。

神様は必ずあなたを守られます。
それを１００％信じ切ることが必要です。私たちは過去に起きた記
憶や、悪いことが起きている現状を見て、悪いことが起きることを
勝手に妄想して、そのうえで、神様を信じようとするのです。それ
では神様を１００％信じているとはいえません。人の愛、人の信頼
のように、本当に大切なものは目に見えないこと。その見えないも
ののなかで生かされているということを私たちは知っています。だ
からこそ神様の真理を信じてください。私たちがするべきことは、
私たちに必要な神様からの言葉を聞き分け、それを信じることなの
です。

このベイマという言葉。聖書のなかで２つの箇所に出て来ます。イ
エスがポンテオピラトによって裁きを受ける場面です。
（マタイ 27:19） また、ピラトが裁判の席に着いていたとき、彼の妻
が彼のもとに人をやって言わせた。「あの正しい人にはかかわり合わ
ないでください。ゆうべ、私は夢で、あの人のことで苦しいめに会
いましたから。」
ピラトはちゃんと神様からの言葉を聞いていました。しかし、ピラ
トはもう一つの声も聞いていました。当時、過ぎ越しの祭りの時に、
総督は囚人を一人釈放する習慣がありました。そこで民衆に、イエ
スかバラバかどちらを釈放してほしいかを聞いたのです。それに対
して、民衆は「バラバだ」答えたのでした。２つの声を聞いていた
ピラトは、結局、間違った方の声を聞き、イエスを十字架につけま

した。ベイマ（さばきの座）という言葉がでてくるもうひとつの箇
所があります。
（Ⅱコリント 5：10,11）なぜなら、私たちはみな、キリストのさば
きの座に現れて、善であれ悪であれ、各自その肉体にあってした行
為に応じて報いを受けることになるからです。
こういうわけで、私たちは、主を恐れることを知っているので、人々
を説得しようとするのです。私たちのことは、神の御前に明らかです。
しかし、あなたがたの良心にも明らかになることが、私の望みです。
神が正しいさばきを行うように、私たちも正しいさばき、判断を行
わなければいけません。私達は鳩の様に素直に蛇のように聡くある
ことが大切です。だから感情的になって、間違った判断をしないよ
うに、一人になり静まる時間を持っていきましょう

苦しみや弱さをおぼえるとき、私たち一人では神様との関係を保つ
ことが難しいことがあるでしょう。そんな時、信仰の友の助けが必
要になります。それは神様から必ず与えられます。いやもうすでに
与えられているはずです。あなたの為にいつも祈ってくれている人
がいるということを忘れてはいけません。パウロが傷つき、落ち込
んでいた時、神様はアクラとプリスキラとの出会いをパウロにあた
えました。そして、パウロは彼らに勇気づけられ、もう一度立ち上がっ
て宣教をすることができたのです。友。それは家族であり、一番近
くにいる人です。私たちを励まし、そして時に違うと言ってくれる
人です。それはもしかしたら自分にとっては苦手な人、邪魔だと思っ
ている人なのかもしれません。「人はその友によって磨がれる」聖書
にある通りです。

私たちは古い自分を持ったままで、神様に出会いました。そしてこ
の古い自分はいつでも出て来ます。どれだけ消し去ろうとしても、
間違った決断をさせようと、出て来ます。その時に自分に与えられ
た忠告を受け取る力を与えるのが、聖霊の力です。正しい言葉を私
たちが聞くとき、私たちはそれを受け取ることができません。自分
は悪くない、自分が正しいという思いがあるからです。そんな時、
神様は御霊によって私たちに語り掛けてくださいます。そして、私
たちが正しく祈れない時、神の言葉によって祈ることができるので
す。私たちは神様が与えようとしてくださっているものを、否定し
てはいけません。聖霊は私たちの心を溢れさしてくださいます。聖
霊の力がなければ私たちは何もすることができません。聖霊の力を
求め、受け入れて行きましょう。

創世記 1 章 1 節「初めに、神が天と地を創造した。」この言葉で、
聖書は始まります。「初め」は時間です。神様は天と地だけでなく、
時間や空間までもすべて造られたのです。相対性理論を知っていま
すか。例えば、光と同じスピードで進む宇宙船があったとして、そ
のスピードで宇宙旅行をして帰ってきたら、その人たちはみんな歳
を取っていますが、地上にいた人は若いままです。簡単に説明すると、
これが相対性理論です。つまり、スピードによって、または質量によっ
て時間軸が変わるということです。とても理解しがたい法則です。
しかしこの法則も、時間も空間もすべて造った方が神様なのです。
私たちが考える時間と、神様にとっての時間はまったく違うものな
のです。光は別の速度で進んでいるのです。その事を受け取りましょ
う。だから現状を見て不幸だと嘆くこと自体がナンセンスなのです。
イエス様は十字架で私たちの罪のために死なれ、そして 3 日目によ
みがえられました。イエス様は予言された通りたった 3 日で神殿を
建て直し、私たちの死という問題を解決されたのです。神殿とは神
様との関係です。今、神様はあなたと神様との関係を回復されるこ
とを求めておられます。

「主はあなたを守る。どう見聞きし、判断するか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使徒18章、19章

　　　

神は必ずあなたを守る

神はあなたの弱いときに御業を表す

友を得よ　助ける友

ベイマ　さばきの座の判断

すべてを造られた神

聖霊を受け取る。悪に立ち向かう力。
使徒 19：2～ 6

さいごに
神様との関係を回復するために、聖霊を求めていきましょう。
そして、この聖霊の存在を私たちは否定してはいけません。私
たちが神様を信じ、人生が変えられたのは聖霊の力が働いてく
ださったからです。「初めに、神が天と地を創造した。」といわ
れたあの日から、今日まで、聖霊は働いています。そして悪霊
も同時に今日も働いています。私たちを壊すためにです。私た
ちはどちらの声を聞きますか。神様の声をいつも聞くことがで
きるように、聖霊を求め、神様との関係を回復していきましょう。
信じてください。神様は必ずあなたを守ります。

神様との関係を回復するために、聖霊を求めていきましょう。
そして、この聖霊の存在を私たちは否定してはいけません。私
たちが神様を信じ、人生が変えられたのは聖霊の力が働いてく
ださったからです。「初めに、神が天と地を創造した。」といわ
れたあの日から、今日まで、聖霊は働いています。そして悪霊
も同時に今日も働いています。私たちを壊すためにです。私た
ちはどちらの声を聞きますか。神様の声をいつも聞くことがで
きるように、聖霊を求め、神様との関係を回復していきましょう。
信じてください。神様は必ずあなたを守ります。

セル祈祷会

泉水京子 野上裕美子

高橋未衣北殿雅一　淺野省吾

横山栄子　岩崎優輝


